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(百万円未満切捨て)

１．2021年12月期第１四半期の連結業績（2021年１月１日～2021年３月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年12月期第１四半期 12,741 10.5 441 275.0 501 281.7 326 360.8

2020年12月期第１四半期 11,529 1.7 117 △3.0 131 △6.2 70 35.2
(注) 包括利益 2021年12月期第１四半期 1,034百万円( ―％) 2020年12月期第１四半期△900百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2021年12月期第１四半期 23.10 ―

2020年12月期第１四半期 5.01 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2021年12月期第１四半期 65,350 34,355 52.4

2020年12月期 63,980 34,016 52.9
(参考) 自己資本 2021年12月期第１四半期 34,222百万円 2020年12月期 33,841百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年12月期 ― 0.00 ― 45.00 45.00

2021年12月期 ―

2021年12月期(予想) 0.00 ― 45.00 45.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2021年12月期の連結業績予想（2021年１月１日～2021年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 67,000 2.8 4,900 △3.6 4,900 △6.1 3,300 △9.6 233.38
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 （連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

新規 ― 社（社名） 、除外 ― 社（社名）
　

　
（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2021年12月期１Ｑ 14,159,086株 2020年12月期 14,159,086株

② 期末自己株式数 2021年12月期１Ｑ 19,188株 2020年12月期 19,188株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年12月期１Ｑ 14,139,898株 2020年12月期１Ｑ 14,140,106株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載された連結業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、
実際の業績は、今後のさまざまな要因によって異なる結果となる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

「中期経営計画2021」の最終年である第59期経営計画においては、「事業構造の変革と新たな働き方の推進」

をスローガンに掲げ、以下の重点課題に対応することとしております。

① ＣＴＩグループの連携強化による事業拡大

② 他社との差別化を図るためのＣＴＩブランドの浸透

③ 新たな働き方の推進と生産性向上

④ リスク管理の強化

当社グループを取り巻く経営環境は、国内建設コンサルティング事業においては、政府が推進している防災・

減災対策の強化、インフラ老朽化対策に関わる国土強靭化推進などを背景として、引き続き堅調に推移しており

ます。また、海外建設コンサルティング事業については、新型コロナウイルス感染症の収束時期が依然として見

通せず、継続して注視する必要がある中、株式会社建設技研インターナショナルが東南アジアにおいて複数の大

型案件を受注いたしました。さらに、Waterman Group Plcの拠点である英国では、ワクチン接種の進展によって、

社会経済活動の正常化への期待が高まりつつあり、受注環境の好転に向けて明るい兆しが見え始めました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の当社グループ全体の受注高は前年同四半期比28.1%増の20,721百万円

（前年同四半期16,175百万円）となりました。売上高につきましては12,741百万円（前年同四半期11,529百万

円）となり通期予想売上高の19.0%となりました。経常利益は501百万円（前年同四半期131百万円）となり通期予

想経常利益の10.2%となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は326百万円（前年同四半期70百万円）と

なり通期予想親会社株主に帰属する当期純利益の9.9%となっております。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は65,350百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,370百万円の増

加となりました。これは主に受取手形及び完成業務未収入金ならびに未成業務支出金が増加した一方で、現金及

び預金が減少したことによるものであります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における総負債は30,994百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,031百万円の増

加となりました。これは主に業務未払金および未成業務受入金の増加によるものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は34,355百万円となり、前連結会計年度末に比べ338百万円の増加

となりました。これは主にその他有価証券評価差額金および為替換算調整勘定の増加によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年２月12日に公表いたしました連結業績予想から変更は行っておりません。
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２【四半期連結財務諸表及び主な注記】

（１）【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,684 10,747

受取手形及び完成業務未収入金 7,127 8,394

未成業務支出金 17,421 22,952

その他 719 726

貸倒引当金 △603 △515

流動資産合計 41,350 42,305

固定資産

有形固定資産

土地 4,816 4,816

その他（純額） 4,912 4,932

有形固定資産合計 9,729 9,749

無形固定資産

のれん 4,035 4,326

その他 813 782

無形固定資産合計 4,848 5,109

投資その他の資産

その他 8,175 8,309

貸倒引当金 △123 △123

投資その他の資産合計 8,052 8,186

固定資産合計 22,630 23,044

資産合計 63,980 65,350

負債の部

流動負債

業務未払金 2,147 4,307

短期借入金 750 300

未払法人税等 1,254 318

未成業務受入金 13,860 16,071

賞与引当金 2,047 1,210

役員賞与引当金 69 39

業務損失引当金 100 131

その他 6,524 5,356

流動負債合計 26,754 27,735

固定負債

完成業務補償引当金 709 806

退職給付に係る負債 1,034 976

資産除去債務 222 223

その他 1,242 1,251

固定負債合計 3,208 3,259

負債合計 29,963 30,994
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,025 3,025

資本剰余金 4,144 4,144

利益剰余金 26,026 25,716

自己株式 △13 △13

株主資本合計 33,183 32,874

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,164 1,267

為替換算調整勘定 △247 298

退職給付に係る調整累計額 △259 △217

その他の包括利益累計額合計 658 1,348

非支配株主持分 174 132

純資産合計 34,016 34,355

負債純資産合計 63,980 65,350
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年１月１日
　至 2020年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年１月１日
　至 2021年３月31日)

売上高 11,529 12,741

売上原価 8,380 9,130

売上総利益 3,148 3,610

販売費及び一般管理費 3,030 3,169

営業利益 117 441

営業外収益

受取利息 5 4

受取配当金 8 8

為替差益 ― 18

受取家賃 22 23

その他 16 32

営業外収益合計 52 86

営業外費用

支払利息 14 13

為替差損 9 ―

賃貸費用 13 13

その他 1 0

営業外費用合計 38 26

経常利益 131 501

特別損失

投資有価証券評価損 6 ―

特別損失合計 6 ―

税金等調整前四半期純利益 124 501

法人税等 61 164

四半期純利益 63 336

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△7 9

親会社株主に帰属する四半期純利益 70 326
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年１月１日
　至 2020年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年１月１日
　至 2021年３月31日)

四半期純利益 63 336

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △509 103

為替換算調整勘定 △496 552

退職給付に係る調整額 41 41

その他の包括利益合計 △963 697

四半期包括利益 △900 1,034

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △880 1,017

非支配株主に係る四半期包括利益 △19 16
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に

見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

（追加情報）

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う各国における規制等により、当社グループにおける海外事業において、

一部のプロジェクトで進行遅延や工期延長等が発生しております。なお、国内事業は堅調に推移しており、当社

グループ業績全体への影響は軽微であります。

新型コロナウイルス感染症拡大の収束時期等を予見することは困難であることから、連結財務諸表作成時にお

いて入手可能な情報に基づき、当連結会計年度末までは新型コロナウイルス感染症の影響が続くものと仮定し

て、のれんを含む固定資産の減損会計等の会計上の見積りを行っております。

　


